




グループ事業
の展開

建設関連事業
マンション建設 大規模修繕・リフォーム 戸建分譲

不動産関連事業
マンション販売受託 マンション開発

海外事業
ハワイ ベトナム 米国本土

管理運営事業
分譲マンション管理 賃貸マンション管理 介護
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2025年度2020年度2010年度2000年度1990年度1980年度1970年度1959年度

売上高・従業員数の推移

■ 売上高  

 従業員数  

国内マンションストックのおよそ1割に相当

72万戸突破2025年

マンション施工累計戸数

1979年度
経常利益 205億円 

1959年度
経常利益 0.2億円 

1999年度
経常利益 61億円 

2025年度
経常利益（連結） 941億円 

2018年度
経常利益（連結） 1,004億円 

1981年より連結開示

1999年より連結開示

価値創造の歴史

長谷工グループの歴史は、自社第一号マンション建設への着手以来、常に社会環境の変化の一歩先を見据え、日本の都市にお

ける住宅基盤を構築してきた歩みです。今後も、時代ごとの社会課題や生活スタイルの変化を機会と捉え、住まいと暮らし全体

を一貫して担うビジネスモデルをさらに進化させていきます。

1937年 1960年代～ 1980年代～ 2000年代～

創業者・長谷川武彦が、兵庫県尼崎
市に「長谷川工務店」を創業。戦後は
学校建築などを多く手掛け、その後、
初の鉄筋コンクリート工事としてア
パート建築を受注し、躍進につながる。

高度成長期で人口が増加。1962年の「建
物の区分所有等に関する法律」の制定に
より分譲マンションという住宅形態が生
まれ、マンションの量的拡大が進んだ。

1968年には初の自社マンション建設に
着手。急成長の一方で、1973年に長谷
工独自のマンション標準設計・生産シス
テム「CONBUS（コンバス）」を開発。マン
ションの量的普及と居住水準の向上に寄
与し、今日までつながるビジネスモデルを
確立した。

生活様式の変化に伴い、ニーズも多様化。
住宅性能保証制度の導入や、阪神・淡路
大震災を契機とした安全意識の高まりを
背景に、マンションの基本性能が一層重
視されるようになった。

業界に先駆けて独自の「住宅性能表示
マーク」を導入し、基本性能の見える化に
取り組む。あわせて、規格化から多様化
へとマンション・商品をシフトするととも
に、マンション管理や受託販売、介護事業
を展開。住まいと暮らしを担う企業グルー
プへと進化した。

建築業界における耐震偽装問題などの
不祥事や、東日本大震災などの自然災害
の発生を背景に、コンプライアンスと安
全・安心が重要視される。

分譲マンションで日本初となる「長期優良
住宅」認定を取得し、施工会社として業界
標準を上回る独自の長期アフターサービ
スを提供。また、設計と施工部門がデー
タを共有する長谷工版BIMの本格活用
を開始し、効率化と高品質を両立する事
業モデルを確立した。

コロナ禍を経て、生活様式や働き方が大きく変化。インフレ経済への転換や地政学リスク
の高まり、労働力不足の顕在化、AIによる産業構造の変化など、社会情勢も激しく動いて
いる。気候変動をはじめとする環境との調和や、多様性の尊重にも対応しながら、持続可
能な成長を実現していくことが求められる。

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

気候変動対応方針を制定し、木造・木質化などカーボンニュートラル実現に向けた取組み
を本格化。また、マンション再生などで持続可能な社会と新しい価値の創造を進めた。
センサーやAIなどのICT技術やDXを通じて、さらなる品質向上、新たな価値提供とともに、
生産性向上に取り組む。
新たな収益の柱を模索し、米国などへ海外住宅開発投資を本格化。また、不動産分譲事業
などで中間持株会社を設置し、事業推進とガバナンス強化、経営効率向上を図り、事業拡大
に合わせた経営体制に進化。

長谷工の対応

「長谷川工務店」創業 マンション普及の時代 多様化と基本性能重視の時代 安全・安心重視の時代

2020年代～
持続可能性の時代

創業当時の社屋前に立つ、
長谷川武彦（創業者）

自社第一号マンション「芦屋松浜ハイツ」

当社初の超高層マンション
「アクロシティタワーズ」

創業80周年PJにて新設「長谷工テクニカルセンター・
長谷工マンションミュージアム」

「サステナブランシェ本行徳」
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ありたい姿

環境に配慮した、安全で安心な「住まい」と
豊かで快適な「暮らし」を国内外に提供し続ける。

持続的な
成長と進化

事業を通じた
社会課題の解決

ものづくり資本

積み上げた資本と実績

当社では、６つの資本の拡充、効率性の両面を追求していくことで、

コアコンピタンスをさらに強化し、建設関連事業、不動産関連事業、 

管理運営事業の3つの輪が重なりあった先に新たな事業や収益源の

確保、持続的成長、企業価値向上を目指していきます。 

自然資本

実績

強み
協力会社との強固な連携基盤に加え、
アフターサービスや会員基盤を通じ
て顧客との接点を着実に広げており、
住まいに関わる継続的な信頼関係が
厚みを増しています。

これまで築いてきた協力会社ネットワー
クと顧客接点を土台に、アフターサービ
スや会員基盤の活用を深めることで、見
守りや防災など暮らしを支える機能の充
実につなげていきます。

社会関係資本

協力会社組織「建栄会」 
住まいと暮らしに関する
快適性・施工精度向上のための
グループ全体でのPDCAサイクル
長谷工プレミアム
アフターサービス※

アウル24センター 警報
受信（対応）件数
ブランシエラクラブ会員数
災害に強いマンション
防災３点セット
スマート・ウォーター・タンクの採用

マンション再生による新しい価値創造
 （建て替え、再開発、大規模修繕）

これまで拡充してきた専門人材と、働き
やすい環境を土台に、多様な人材の活躍
の場を広げ、各事業の現場力や変化への
対応力をより高めていきます。

人的資本

実績

強み

従業員数
資格取得者数
一級建築士
1級建築施工管理技士
宅地建物取引士
管理業務主任者
PET検診受診率
受診2,144人／対象2,630人
対象年齢　45歳及び50～64歳
全額会社負担で実施
多様性
新卒採用における女性比率
女性管理職比率
外国人人材活用の推進
育児休業取得率（男性）
ホワイト500認定取得
くるみん認定取得
教育プラン
（ビジネスカレッジ／自己学習支援、DXアカデミー、
イノベーティブ人材育成、グローバル人材教育）

8,875
6,786

832
1,417
3,473
1,064
81.5

人
人
人
人
人
人
％

実績

強み

研究開発拠点や製造拠点の機能強化を
進めるとともに、各拠点の強みを活かし
た連携を深め、安定供給と品質向上を支
える体制の充実を図っていきます。

長谷工テクニカルセンター （東京都多摩市）
長谷工マンションミュージアム

（東京都多摩市)

プレゼンテーションスペースLIPS
 （東京都江東区及び大阪市中央区）

長谷工デジタルテクノロジーラボ
（東京都江東区）

HASEKO MIRAI BASEMENT
（大阪市中央区）

プレキャストコンクリート工場
（茨城県かすみがうら市）

竹チップ製造工場（予定） （千葉県成田市）
木材製造工場 （岐阜県美濃加茂市）

木材集成材製造・プレカット工場
（岐阜県養老郡）

パネル・木製サッシ製造工場
（岐阜県養老郡）

HSウッド・下地材製造工場（予定）
（奈良県五條市）

国内主要拠点 
グループ会社数

強み
木造化の推進をはじめ、設計・施工
の各段階で環境負荷低減を意識した
取組みが定着し、環境に配慮したも
のづくりが進められています。

これまで進めてきた木造化や環境配慮技
術を土台に、各事業での活用を広げなが
ら、設計・施工段階から環境負荷低減を
意識した取組みを重ねていきます。

知的資本
強み
技術開発の積み重ねにより、特許や
意匠などの知的財産の蓄積が進
み、設計・施工やサービスに活かさ
れる技術基盤が着実に強化されて
います。

これまで蓄積してきた知的財産を土台
に、技術開発と現場での活用の連動を高
め、設計・施工からサービスまで一貫した
価値提供の質を高めていきます。

知的資本充実のポイント

財務資本
強み
利益成長とともに自己資本の積み上
がりが進み、収益力の回復と資本効
率の向上が見られるなど、財務基盤
の安定性と成長性が着実に高まって
います。

収益力の向上を背景に、成長投資と財務
の健全性のバランスを意識した資本配分
を進め、資本効率のさらなる向上につな
げていきます。

財務資本充実のポイント自然資本充実のポイント

社会関係資本充実のポイント

育休取得率や女性管理職比率の向
上など、多様な人材が力を発揮でき
る環境づくりが進んでいます。専門
人材の蓄積も進み、組織基盤は着実
に厚みを増しています。

※各数値は2025年度、2026年3月末時点のもの
です（PET検診受診率のみ2024年度）。

国内主要拠点やグループ会社の拡
充に加え、研究・技術・製造機能の
整備が進み、設計から施工、供給ま
でを支える基盤が着実に広がってい
ます。

カ所
社

48
101

ものづくり資本充実のポイント人的資本充実のポイント

約 　　社300

33.0
11.5

76.8

％
％

％

実績
木造建築件数

（うち、戸建以外17棟）

ABINC認証取得件数
ZEHマンション
ZEH戸建

331棟

9
71
69

件
件
棟

億円
件
件
件
件

39   
345
248
94
3

実績
研究開発投資
保有知財件数
特許
意匠
実用新案
長谷工プレミアムアフターサービス

実績
総資産
経常利益
自己資本
親会社株主に帰属する
当期純利益
有利子負債
ROE
配当性向

億円
億円
億円
億円

億円
％
％

14,177
941

5,627
548

4,250
10

46.4

万戸

件

約　 　 万人

12.2

50,382

49.5

※長谷工プレミアムアフターサービスの累計採用
数は今回から算出基準を見直しています。
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